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梗
概 

 

転
校
生
の
飯
田
直
哉
（1

4

）
は
車
な
し
で
は
生
き
ら

れ
な
い
。 

 

学
校
内
で
も
車
生
活
を
送
る
直
哉
は
、
近
く
行
わ
れ

る
体
育
祭
の
た
め
に1

0
0

メ
ー
ト
ル
走
の
タ
イ
ム
を

計
り
、
リ
レ
ー
の
選
手
に
選
ば
れ
る
。 

 

順
風
満
帆
な
学
校
生
活
も
束
の
間
、
直
哉
は
テ
ス
ト

の
カ
ン
ニ
ン
グ
を
し
た
こ
と
か
ら
八
重
樫
陽
向
（1

4

）

に
目
を
つ
け
ら
れ
る
。 

 

陽
向
は
学
級
委
員
長
で
あ
る
一
方
、
伝
説
の
ロ
ッ
ク

歌
手
尾
崎
豊
の
フ
ァ
ン
で
「
自
由
」
を
求
め
て
タ
バ

コ
を
ふ
か
す
不
良
生
徒
だ
っ
た
。 

 

陽
向
に
振
り
回
さ
れ
る
直
哉
は
、
あ
る
日
、
寝
坊
が

原
因
で
教
師
を
轢
き
殺
し
て
し
ま
う
。 

 



そ
う
し
た
中
で
迎
え
た
体
育
祭
本
番
。 

 

警
察
に
取
り
囲
ま
れ
、
逮
捕
を
受
け
入
れ
た
直
哉
へ

陽
向
は
「
仕
組
ま
れ
た
自
由
を
打
ち
破
れ
」
と
助
言

す
る
。 

 

戸
惑
う
直
哉
だ
っ
た
が
、
リ
レ
ー
で
他
の
選
手
を
ご

ぼ
う
抜
き
す
る
中
で
、
つ
い
に
自
分
の
活
躍
は
車
の

お
か
げ
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。 

 

仕
組
ま
れ
た
自
由
の
意
味
を
知
っ
た
直
哉
は
大
人
た

ち
の
作
っ
た
ル
ー
ル
か
ら
抜
け
出
し
、
本
当
の
自
由

を
求
め
て
校
舎
の
外
へ
と
駆
け
抜
け
て
ゆ
く
。 
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 ※
全
て
の

シ
ー
ン
を

主
人
公
が

運
転
す
る

車
に
付
け

ら
れ
た
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー

か
ら
撮
影

し
た
映
像

と
す
る 

※
よ
っ
て

車
内
の
シ
ー
ン

を
始

め
映
像
に

映
ら
な
い

描
写
が
ト

書
き
の
一
部
に
あ
る
が
、

読
み
や
す
さ
の

面
か
ら
便
宜
的

に
記
載
し
た 

 

○
通
学
路
（
朝
） 

 
 

飯
田
直
哉
（1

4

）
の
運
転
す
る
車
（
以
下
直
哉

と
表
記
）

が
走
っ
て
い
る
。 

 
 

歩
道

に
は
登
校

す
る
中
学
生
た
ち
の

姿
。 

 

○
中
学
・
校
門
前 

 
 

直
哉
、
ウ
ィ
ン
カ
ー

を
出

す
。 

 
 

車
内

に
ウ
ィ
ン
カ
ー

の
音

が
響
く
。 

 
 

直
哉
、
校
門
へ

入
っ
て
い
く
。 

 

○
同
・
校
舎
前 

 
 

直
哉
、
や
っ
て
く
る
。 
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昇
降
口
に
北
沢
（3

0

）
が

立
っ
て
い
る
。 

 

○
同
・
廊
下~

階
段 

 
 

直
哉
、
北
沢
の

後
に
つ
い
て
ゆ
く
。 

 

 
 

階
段

に
段
差
を
な
く
す
た
め
の

板
が

敷
か
れ
て

い
る
。 

 
 

直
哉
、
ゆ
っ
く
り
と

板
の

上
を
登
っ
て
い
く
。 

 

 

○
同
・2

年

A

組
教
室
前 

 
 

教
室

の
ド
ア
が

取
り
外
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

北
沢
、
教
室
へ

入
っ
て
い
く
。 

 
 

直
哉
、
ウ
ィ
ン
カ
ー

を
出

す
。 

 
 

直
哉
、
ゆ
っ
く
り
と

教
室

へ
と
入
る
。 

 

○
同
・2

年

A

組
教
室 

 
 

生
徒

た
ち
、
机

に
座
っ
て
い
る
。 

 
 

直
哉
、
入

っ
て
く
る
。 

 
 

直
哉
、
席

に
着
く
た
め
に

慎
重
に

バ
ッ
グ
す
る
。 

 
 

北
沢

と
生
徒
た
ち
、

直
哉

を
見
て
い
る
。 

 
 

直
哉
、
切

り
返

し
て
も
う

一
度
バ
ッ
グ
。 
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直
哉
、
切

り
返

し
て
ま
た

バ
ッ
グ
。 

 
 

直
哉
、
ど
う
に
か
席
に
着

く
。 

 
 

北
沢
、
直
哉
の

前
か
ら
や
っ
て
く
る
。 

 
 

北
沢
、
ド
ア
を

ノ
ッ
ク
す
る
。 

 
 

直
哉
、
窓

を
開

け
る
。 

北
沢
「
話

を
す
る
か
ら
窓
は
開

け
て
て
く
れ
」 

 
 

北
沢
、
教
壇
へ

立
つ
。 

北
沢
「
転
校
生

の
飯
田
だ
。
み
ん
な

仲
良

く
す
る
よ

う
に
」 

生
徒
た
ち
「
（

頷
く
）
」 

北
沢
「
飯
田
、
自
己
紹
介
頼
む
」 

直
哉
「
（
ぼ
そ
り
）…

飯
田
で
す
」 

  
 

 
 

 
×

 
 

 
 

×
 

 
 

 
×

 

  
 

社
会
科
教
師
、
黒
板

の
前

で
授
業
し
て
い
る
。 

 
 

直
哉
、
聞

い
て
い
る
。 

社
会
科
教
師
「
豊
臣
秀
吉

が
１
５
８

２
年

に
行
っ
た

太
閤
検
地

に
よ
っ
て

作
物
の
収
穫
量

の
基
準

が
全
国

で
統
一
さ
れ
、

従
来

の
検
地
で
は
把
握
で
き
な
か
っ
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た
生
産
高

を
正
確
に…

」 

  
 

 
 

 
×

 
 

 
 

×
 

 
 

 
×

 

  
 

車
内

に
乃
木
坂

の
曲
が
流

れ
て
い
る
。 

 
 

給
食

を
手
に
し
た
八
重
樫
陽
向
（1

4

）
、
直
哉

の

正
面
か
ら
や
っ
て
く
る
。 

 
 

陽
向
、
ド
ア
を

ノ
ッ
ク
す
る
。 

 

 
 

直
哉
、
窓

を
開

け
る
。 

陽
向
「
は
い
。

給
食
」 

 
 

陽
向
、
直
哉
に

給
食
を
渡

す
。 

直
哉
「…

ど
う
も
」 

陽
向
「
乃
木
坂
好
き
な
ん
だ
」 

直
哉
「
え
、
あ
っ
」 

 
 

直
哉
、
慌

て
て

曲
を
と
め
る
。 

陽
向
「
そ
の
曲
い
い
よ
ね
。
私

も
好
き
」 

直
哉
「…

」 

陽
向
「
あ
。
私
八
重
樫
陽
向
。

こ
の
ク
ラ
ス

の
学
級

委
員
長
を
し
て
て
、

席
は
飯
田
君
の
後
ろ
。
よ
ろ
し

く
」 
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直
哉
「
（
ぼ
そ
り
）…

よ
ろ
し
く
」 

陽
向
「
早

く
ク
ラ
ス

に
馴
染
め
る
と
い
い
ね
」 

 
 

北
沢
、
や
っ
て
く
る
。 

北
沢
「
飯
田
。
転
校

し
て
き
た
ば
か
り
で
あ
れ
な
ん

だ
け
ど
、
来
週
体
育
祭
が
あ
る
。
昼
休
み
に

1
0

0

メ

ー
ト
ル
走

の
タ
イ
ム

を
計
り
た
い
」 

 

○
同
・
校
庭 

 
 

直
哉
、
ス
タ
ー
ト
地
点
に
い
る
。 

 
 

ゴ
ー
ル
前
で
陽
向
が
ス
ト
ッ
プ
ウ
ォ
ッ
チ
を
も

っ
て
立
っ
て
い
る
。 

 
 

北
沢
、
か
け
声

を
か
け
る
。 

北
沢
「
位
置
に
つ
い
て
、
よ
ー
い
、

ド
ン
！
」 

 
 

直
哉
、
フ
ル
ス
ロ
ッ
ト
ル

で
疾
走
。 

 
 

あ
っ
と
い
う
間

に
ゴ
ー
ル
。 

 

○
同
・
教
室 

 
 

生
徒

た
ち
、
小

テ
ス
ト
を
し
て
い
る
。 

 
 

数
学
教
師
、
見
回
っ
て
い
る
。 

数
学
教
師
「
は
い
そ
こ
ま
で
」 
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生
徒

た
ち
、
手

を
と
め
る
。 

数
学
教
師
「
後

ろ
の

席
の
人
、
集
め
て
」 

  
 

 
 

 
×

 
 

 
×

 
 

 
×

 

  
 

放
課
後
。 

 
 

帰
り

支
度
を
す
る
生
徒
た
ち
。 

 
 

陽
向
、
直
哉
の

前
か
ら
や
っ
て
く
る
。 

 
 

陽
向
、
ノ
ッ
ク

す
る
。 

 
 

直
哉
、
窓

を
あ
け
る
。 

陽
向
「
（
笑
顔

で
）
小
テ
ス
ト
ど
う
だ
っ
た
？
」 

直
哉
「…

ま
あ
」 

陽
向
「
中
、
入

っ
て
も
い
い
？
」 

直
哉
「…

あ
、
う
ん
」 

 
 

直
哉
、
ド
ア
の

ロ
ッ
ク
を

解
除
。 

 
 

陽
向
、
ド
ア
を

開
け
て
車
内
に
入
る
。 

陽
向
「
涼

し
い
」 

直
哉
「…

エ
ア
コ
ン

つ
け
て
る
か
ら
」 

陽
向
「…

ね
。
な
ん
か
い
う
こ
と
な
い
？
」 

直
哉
「
え
？
」 
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陽

向

「
（

冷

め

た

声

で

）

な

ん

か

私

に

い

う

こ

と

な

い
？
」 

直
哉
「…

え
？
」 

陽
向
「
み
て
た
で
し
ょ
。

バ
ッ
ク
ミ
ラ
ー

で
」 

直
哉
「
（
口
ご
も
る
）…

い
や
、
え
？
」 

陽
向
「
私

の
答
案
用
紙
」 

直
哉
「
い
や
、
み
て
な
い
」 

 

○
教
室
（
回
想
） 

 
 

直
哉
、
小

テ
ス
ト
を
し
て
い
る
。 

直
哉
「
（
バ
ッ
ク
ミ
ラ
ー
越
し
に

陽
向
と
目

が
あ
っ
て
）

や
べ
。
目

が
あ
っ
た…

」 

 

○
（
戻
っ
て
）

教
室 

陽
向
「
目

が
あ
っ
て

逸
ら
し
た
じ
ゃ

ん
」 

直
哉
「…

い
や
、
で
も
、
み
て
な
い
」 

陽
向
「
先
生
に
い
う
よ
。

飯
田
君
に
カ
ン
ニ
ン
グ

さ

れ
た
っ
て
」 

直
哉
「…

み
て
な
い
か
ら
」 

 
 

陽
向
、
ド
ア
を

開
け
て
教
室
に
出
る
。 
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陽
向
、
北
沢
の
も
と
へ
い
く
。 

陽
向
「
先
生
！ 

飯
田
君

が…

」 

 
 

直
哉
、
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
を

鳴
ら
す
。 

 
○
同
・
廊
下 

 
 

直
哉
、
徐
行
し
て
い
る
。 

 
 

助
手
席
に
陽
向

が
乗
っ
て
い
る
。 

 
 

直
哉

の
正
面
で
、
男
子

1

、
ふ
ざ
け
て

男
子

2

の
後
ろ
か
ら
ス
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
タ
ッ
ク
ル

を
す
る
。 

 
 

男
子

2

、
尻
餅
を
つ
く
。 

男
子

1

「
（
笑

う
）
」 

男
子

2

「
（
男
子

1

へ
）
お
い
！
」 

 
 

男
子

1

と

2

、
じ
ゃ
れ
合
う
。 

陽
向
「…

男
子
っ
て

愚
か
な
生

き
物
だ
よ
ね
」 

直
哉
「…

」 

陽
向
「
今

か
ら
行
き
た
い

場
所

が
あ
る
の
」 

 

○
車
道
（
夕
） 

 
 

直
哉
、
走

っ
て
い
る
。 

陽
向
「
な
ん
か

曲
か
け
て
」 
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直
哉
「…

」 

 
 

直
哉
、
カ
ー
オ
ー
デ
ィ
オ

を
い
じ
る
。 

 
 

 
 

乃
木
坂
の
曲
が

流
れ
る
。 

陽
向
「
（
き
っ
ぱ
り
）
乃
木
坂
以
外
で
」 

直
哉
「
え
」 

陽
向
「
群

れ
て
る
奴

ら
、
嫌
い
だ
か
ら
」 

直
哉
「…

い
や
、
乃
木
坂

し
か
な
い
」 

陽
向
「
尾
崎
は
？
」 

直
哉
「
尾
崎
？
」 

陽
向
「
知

ら
な
い
の
？
」 

直
哉
「…

」 

陽
向
「
（
「
卒
業
」
を

口
ず
さ
む
）
行
儀
よ
く

真
面
目

な
ん
て
で
き
や
し
な
か
っ
た
。

夜
の
校
舎
窓

ガ
ラ
ス

壊
し
て
回

っ
た
」 

直
哉
「…

？
」 

陽
向
「
尾
崎
は
昭
和
を
生
き
た
伝
説
の

ロ
ッ
ク
歌
手
。

乃
木
坂
し
か
聞
か
な
い
か
ら
カ
ン
ニ
ン
グ

な
ん
か
す

る
ん
だ
よ
」 

直
哉
「…

い
や
、
関
係
な
い
し
」 

 
 

カ
ー
ナ
ビ

か
ら

以
下
の
音
声
。 
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音
声
「4

0
0

メ
ー
ト
ル
先
、
八
王
子
交
番
前

を
左
折

で
す
」 

直
哉
「…

行
き
た
い
っ
て
る
横
浜
み
な
と
み
ら
い
、

こ
こ
か
ら

二
時
間
く
ら
い
か
か
る
ん
だ
け
ど
」 

陽
向
「
そ
う
（
と
受

け
流
す
）
」 

直
哉
「
い
や
、

往
復

で
四
時
間

か
か
る
か
ら
、
帰
り

が
遅
く
な
る
」 

陽
向
「
高
速
乗

っ
た
ら
い
い
じ
ゃ
ん
」 

直
哉
「
乗

っ
た
こ
と
な
い
」 

陽
向
「
な
ん
で
？
」 

直
哉
「
親

が
ま
だ
早

い
っ
て
」 

陽
向
「
飯
田
っ
て
真
面
目

な
ん
だ
」 

直
哉
「…

」 

  
 

 
 

 
×

 
 

 
 

×
 

 
 

 
×

 

  
 

陽
向
、
尾
崎
の
「

卒
業
」
を

口
ず
さ
ん
で
い
る
。 

直
哉
「…

ガ
ソ
リ
ン

な
く
な
る
」 

陽
向
「
（
口

ず
さ
む
）
逆
ら
い
続
け
、
あ
が
き

続
け
た
」 

直
哉
「
ね
え
。

ガ
ソ
リ
ン

が
も
う
な
い
」 
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陽
向
「
入

れ
て
い
い
よ
」 

直
哉
「
い
や
、

俺
、
入
れ
ら
れ
な
い
」 

陽
向
「
え
。
じ
ゃ
あ
い
つ
も
ど
う
し
て
る
の
？
」 

直
哉
「
親

と
か
が
」 

陽

向

「
（

軽

蔑

し

て

）

マ

マ

に

入

れ

て

も

ら

っ

て

ん

の
？
」 

直
哉
「
別

に
母
親
と
は
限
ら
な
い
し
」 

陽
向
「
じ
ゃ
あ

パ
パ
？
」 

直
哉
「
俺

ん
ち
、
父
親
い
な
い
か
ら
」 

陽
向
「
マ
マ
じ
ゃ
ん
」 

直
哉
「…

」 

 

○
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド 

 
 

直
哉
、
セ
ル
フ
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

に
入
る
。 

 
 

直
哉
、
給
油
機

の
前
で
車

を
と
め
る
。 

直
哉
「…

お
願
い
」 

陽
向
「
ガ
ソ
リ
ン
な
ん
か

入
れ
た
こ
と
な
い
」 

直
哉
「
機
械
の
説
明
聞
け
ば
大
丈
夫

だ
と

思
う
」 

陽
向
「…

め
ん
ど
く
せ
え
な
」 

 
 

陽
向
、
ド
ア
を

開
け
て
外

に
出
る
。 



- 12 - 

 

 
 

陽
向
、
乱
暴
に

ド
ア
を
し
め
る
。 

  
 

 
 

 
×

 
 

 
 

×
 

 
 

 
×

 

  
 

陽
向
、
車
内
に

戻
っ
て
く
る
。 

陽
向
「
入

れ
た
」 

直
哉
「…

ち
ゃ
ん
と

給
油
タ
ン
ク
の
フ
タ

し
め
て
く

れ
た
？
」 

陽
向
「
し
め
た
」 

直
哉
「
カ
チ
ッ

と
い
う
ま
で
」 

陽
向
「
（
イ
ラ
イ
ラ
し
て
）
し
め
た
っ
て
い
っ
て
ん
だ

ろ
」 

直
哉
「
危

な
い
か
ら
」 

陽
向
「
し
つ
こ
い
人
嫌
い
」 

直
哉
「…

窓
、
拭
い
て
ほ
し
い
」 

陽
向
「
は
？
」 

直
哉
「…

」 

陽
向
「
全
然
汚

れ
て
な
い
じ
ゃ
ん
」 

直
哉
「
で
も
、
い
つ
も
そ
う
し
て
る
か
ら
」 

陽
向
「
（
舌
打

ち
）
」 
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×

 
 

 
×

 
 

 
×

 

  
 

陽
向
、
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス

を
拭
い
て
い
る
。 

 

○
車
道 

 
 

直
哉
、
走

っ
て
い
る
。 

 
 

陽
向
、
タ
バ
コ

を
取
り
出

す
。 

 
 

陽
向
、
ラ
イ
タ
ー
で
タ
バ
コ
に
火
を
つ
け
る
。 

直
哉
「
え
？
」 

陽
向
「
（
タ
バ
コ
を
ふ
か
す
）
」 

 
 

車
内

に
煙
が
漂

う
。 

直
哉
「
え
、
何
し
て
ん
の
？
」 

陽
向
「
ん
？
」 

直
哉
「
い
や
、

タ
バ
コ
（

と
む
せ
る
）
」 

陽
向
「
飯
田
も
一
本
吸
う
？
」 

直
哉
「
い
や
、

中
学
生
が
タ
バ
コ
と
か
っ
て
」 

陽
向
「
（
煙
を
吐
き
出
す
）
」 

直
哉
「
（
む
せ
る
）
」 

陽
向
「
ね
。
知
っ
て
た
？
」 



- 14 - 

 

直
哉
「…

？
」 

陽
向
「
ル
ー
ル

を
守

る
っ
て
い
う
の
は
、

大
人
た
ち

の
都
合
に

従
う
っ
て
こ
と
な
ん
だ
よ
？
」 

直
哉
「…

」 

 

○
横
浜
み
な
と
み
ら
い
・
夜
景
の

見
え
る
場
所
（
夜
） 

 
 

直
哉
、
車
内
で

待
機
し
て
い
る
。 

 
 

目
の

前
で
、
陽
向
、
夜
景

を
バ
ッ
ク

に
自
撮
り

棒
を
持
っ
て
立
っ
て
い
る
。 

 
 

陽
向
、
笑
顔
の

シ
ョ
ッ
ト
。 

 
 

陽
向
、
表
情
を

変
え
て
も
う
一
枚
。 

 
 

陽
向
、
も
う
一
枚
。 

直
哉
「
（
あ
く
び
す
る
）
」 

 

○
飯
田
家
・
ガ
レ
ー
ジ
（

翌
日
・
朝
） 

 
 

直
哉
、
大
慌
て
で
エ
ン
ジ
ン
を
か
け
る
。 

 
 

直
哉
、
ガ
レ
ー
ジ
か
ら
飛

び
出
す
。 

 
 

母
佐
知
子
（4

0

）
、
走
っ
て
や
っ
て
く
る
。 

 
 

佐
知
子
、
直
哉

の
前
に
立

ち
ふ
さ
が
る
。 

 
 

佐
知
子
、

ド
ア

を
開
け
る
。 



- 15 - 

 

佐
知
子
「…

な
ん
か

タ
バ
コ
臭

く
な
い
？
」 

直
哉
「
な
ん
だ
よ
。

急
い
で
る
ん
だ
」 

佐
知
子
「
体
操
着
、
忘
れ
て
る
よ
（
と
体
操
着
袋

を

わ
た
す
）
」 

 
 

直
哉
、
体
操
着
袋
を
受
け

取
る
。 

 
 

直
哉
、
飛

び
出

す
。 

 

○
通
学
路 

 
 

直
哉
、
飛

ば
し
て
い
る
。 

 
 

 

○
中
学
・
校
門 

 
 

直
哉
、
猛

ス
ピ
ー
ド

で
入

っ
て
く
る
。 

 

○
同
・
廊
下 

 
 

直
哉
、
フ
ル
ス
ロ
ッ
ト
ル

で
疾
走
す
る
。 

 
 

曲
が
り
角
か
ら

体
育
教
師

の
今
井
（3

6

）
が
現

れ
る
。 

 
 

直
哉
、
出
会
い

頭
に
今
井

と
ぶ
つ
か
る
。 

 
 

今
井
、
吹

き
飛

ぶ
。 

 
 

ド
ラ
レ
コ

の
衝
撃
関
知
音

が
鳴
る
。 
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音
声
「
イ
ベ
ン
ト
録
画
を
開
始

し
ま
し
た
」 

 

○
同
・
教
室 

 
 

直
哉
、
や
っ
て
く
る
。 

 
 

直
哉
、
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス

が
割
れ
て
お
り
、

血

が
つ
い
て
い
る
。 

 
 

教
室
内
、
直
哉

を
見
て
騒
然
と
す
る
。 

 

○
同
・
保
健
室 

 
 

直
哉
、
保
健
の

先
生
に
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
を
手

当
さ
れ
て
い
る
。 

 

 
 

校
庭

で
体
育
祭

の
練
習
が

行
わ
れ
て
い
る
。 

 

○
同
・
教
室 

 
 

直
哉
、
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス

が
直
っ
て
い
る
。 

 
 

北
沢
、
直
哉
の

前
に
や
っ
て
く
る
。 

 
 

北
沢
、
ド
ア
の

ノ
ッ
ク
す
る
。 

北
沢
「
（
ち
ょ
っ
と
い
い
か
？
）
」 

 
 

直
哉
、
ド
ア
の

ロ
ッ
ク
を

解
除
す
る
。 

 
 

北
沢
、
車
内
に

入
る
。 
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北
沢
、
ド
ア
を

閉
め
る
。 

北
沢
「
い
い
知
ら
せ
と
悪
い
知

ら
せ
が
あ
る
」 

直
哉
「…

」 

北
沢
「
ど
っ
ち
か
ら

話
そ
う
」 

直
哉
「…

」 

北
沢
「
い
い
話
は
だ
な
、

リ
レ
ー
の
選
手

を
お
前
に

任
せ
る
こ
と
に
し
た
。
嬉
し
い
か
」 

直
哉
「…

は
い
」 

北
沢
「
悪

い
知
ら
せ
は
、

今
井
先
生

が
先

ほ
ど
病
院

で
亡
く
な
っ
た
よ
」 

直
哉
「…

」 

北
沢
「
飯
田
。
廊
下

は
走
っ
た
ら
ダ
メ
だ
ろ
」 

直
哉
「…

で
も
、
ス
ピ
ー
ド
は
そ
ん
な
に

出
て
ま
せ

ん
で
し
た
」 

北
沢
「
今
井
先
生
の
ご
家
族
の

方
が
表
沙
汰

に
す
る

か
ど
う
か

考
え
て
い
る
そ
う
だ
。
学
校
と
し
て
は
な

る
べ
く
音
便
に
す
ま
せ
る
よ
う
に
頼
ん
で
み
る
け
れ

ど
、
問
題

に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
つ
も
り
で

い
る
よ
う
に
」 

直
哉
「…

は
い
」 



- 18 - 

 

 

○
同
・
昇
降
口
（
放
課
後
） 

 
 

下
校

す
る
生
徒

た
ち
の
姿
。 

 
 

直
哉
、
徐
行
し
て
い
る
。 

 
 

陽
向
、
直
哉
の

前
に
や
っ
て
く
る
。 

 
 

陽
向
、
ド
ア
を

ノ
ッ
ク
す
る
。 

 
 

直
哉
、
無
視
し
て
徐
行
し
て
い
る
。 

 
 

陽
向
、
直
哉
の

前
に
立
ち
は
だ
か
る
。 

 
 

直
哉
、
と
ま
る
。 

 
 

直
哉
、
窓

を
開

け
る
。 

直
哉
「
（
む
す
っ
と
）…

何
の
用
？
」 

陽
向
「
（
笑
顔

で
）
入
れ
て
」 

直
哉
「…

」 

陽
向
「
お

願
い
（
と

両
手
を
合

わ
せ
る
）
」 

 
 

直
哉
、
ド
ア
の

ロ
ッ
ク
を

解
除
す
る
。 

 
 

陽
向
、
車
内
に

入
る
。 

 
 

陽
向
、
ド
ア
を
し
め
る
。 

陽
向
「
（
冷
め
た
声
で
）
今
井
の

奴
、
お
っ

死
ん
だ
ん

だ
っ
て
？
」 

直
哉
「…

」 



- 19 - 

 

陽
向
「
飯
田
、
意
外

に
役
に
立

つ
じ
ゃ
ん
」 

直
哉
「
え
？
」 

陽
向
「
あ
の
体
育
教
師
嫌

い
だ
っ
た
ん
だ
よ
ね
。

悪

い
先
生
じ
ゃ
な
い
ん
だ
け
ど
。

担
任
と
違

っ
て
小
児

性
愛
者
じ
ゃ
な
い
し
」 

直
哉
「
（
驚
く
）
え
、
担
任
っ
て
」 

陽
向
「
気

づ
か
な
い
？ 

北
沢
、
話

す
る
と
き
い
つ

も
女
子
の

胸
ば
っ
か
み
て
る
よ
。
き
っ
と
そ
れ
が

理

由
で
教
師

に
な
っ
た
ん
だ
ろ
う
ね
」 

直
哉
「…

」 

陽
向
「
そ
れ
に

比
べ
て
今
井
は

教
師
と
し
て
ち
ゃ
ん

と
し
て
る
し
、
い
い

人
だ
し
、

教
え
方
も
う
ま
い
」 

直
哉
「
じ
ゃ
あ
な
ん
で…

」 

陽
向
「
（
き
っ
ぱ
り
）
顔
面
が
無
理
」 

直
哉
「…

」 

 

○
斎
場
（
数
日
後
） 

 
 

祭
壇

に
今
井
の

遺
影
が
飾

ら
れ
て
い
る
。 

 
 

直
哉

と
生
徒
た
ち
、

遺
影

を
見
つ
め
て
い
る
。 

 
 

陽
向
、
祭
壇
の

前
で
弔
辞

を
読
ん
で
い
る
。 
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陽
向
「
（
泣
き
な
が
ら
）
優
し
く
て
頼
も
し
い

今
井
先

生
が
大
好

き
で
し
た
」 

直
哉
「…

」 

陽
向
「
先
生
が
楽
し
み
に
し
て
い
た
体
育
祭

は
皆
で

一
生
懸
命
頑
張

り
ま
す
。

天
国

か
ら
見
守

っ
て
い
て

く
だ
さ
い
」 

 
 

周
り
の
女
子
た
ち
、

泣
き

出
す
。 

 
 

直
哉
、
涙

の
代

わ
り
の
ウ
ォ
ッ
シ
ャ
ー

液
を
出

し
て
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
を
濡
ら
す
。 

 
 

直
哉
、
ワ
イ
パ
ー
で
ウ
ォ
ッ
シ
ャ
ー
液

を
拭
う
。 

 
 

ド
ア

が
開
く
。 

 
 

佐
知
子
、
車
内

に
入
っ
て
く
る
。 

佐
知
子
「
飲
み
物
買

っ
て
き
た
」 

 
 

佐
知
子
、

ド
ア

を
し
め
る
。 

 
 

佐
知
子
、
直
哉

に
ジ
ュ
ー
ス
を
渡
す
。 

直
哉
「…

こ
れ
フ
ァ
ン
タ
オ
レ
ン
ジ

な
ん
だ
け
ど
」 

佐
知
子
「
あ
ん
た
そ
れ
が
い
い
っ
て
い
っ
た
で
し
ょ
。

お
母
さ
ん
は
お

水
に
し
と
い
た
」 

直
哉
「
い
や
、

俺
フ
ァ
ン
タ
グ
レ
ー
プ
っ
て
い
っ
た

じ
ゃ
ん
」 
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佐
知
子
「

ど
っ
ち
で
も
変
わ
ん
な
い
じ
ゃ
な
い
」 

直
哉
「…

」 

 
 

直
哉
、
渋
々
ジ
ュ
ー
ス
を

飲
む
。 

佐
知
子
「

あ
ん
た
、
お
線
香
の

代
わ
り
に

ハ
ザ
ー
ド

焚
い
と
け
ば
」 

直
哉
「
い
い
よ
」 

佐
知
子
「
焚
い
と
き
な
っ
て
」 

 
 

直
哉
、
ハ
ザ
ー
ド
ラ
ン
プ

を
つ
け
る
。 

 
 

車
内

に
ハ
ザ
ー
ド
音
が
響

く
。 

佐
知
子
「

ハ
イ
ビ
ー
ム
も
」 

直
哉
「
（
気
が
乗
ら
な
い
）
い
い
よ
」 

佐
知
子
「

い
い
か
ら
や
っ
と
き
な
さ
い
っ
て
」 

 
 

直
哉
、
遺
影
へ

ハ
イ
ビ
ー
ム
。 

 

○
斎
場
・
外 

 

 
 

生
徒

た
ち
が
見
守
る
中
、
出
棺

す
る
。 

 
 

霊
柩
車
、

ク
ラ
ク
シ
ョ
ン

を
鳴
ら
す
。 

 
 

直
哉
、
つ
ら
れ
て
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
を

鳴
ら
す
。 

 

○
帰
り
道
（
夕
） 
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直
哉
、
走

っ
て
い
る
。 

 
 

助
手
席
に
佐
知
子
。 

 
 

車
内

に
乃
木
坂

の
曲
が
流

れ
て
い
る
。 

直
哉
「
（
た
め

息
）
」 

佐
知
子
「

な
に
よ
、
た
め

息
つ
い
て
」 

直
哉
「…
」 

佐
知
子
「
大
丈
夫
よ
。
相
手
の
ご
家
族
の

方
に
は
お

母
さ
ん
が

頭
下
げ
て
ち
ゃ
ん
と

謝
っ
た
か
ら
」 

直
哉
「…

」 

佐
知
子
「

な
ん
だ
ろ
、
あ
れ
？
」 

 
 

と
助
手
席

の
窓

の
外
を
見

る
。 

佐
知
子
「
橋
の
上
に
た
く
さ
ん

人
が
立
っ
て
て
、
な

ん
か
見
て
る
」 

直
哉
「
ど
こ
？
」 

佐
知
子
「

あ
ー
夕
日

だ
。
う
わ
あ
。
き
れ
い
（
と

感

動
す
る
）
」 

 
 

 

助
手
席

の
窓

の
外
に
夕
日
。 

佐
知
子
「

あ
ん
た
は

見
ち
ゃ
ダ
メ
よ
。
よ
そ

見
し
ち

ゃ
危
な
い
か
ら
」 

直
哉
「…

」 
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佐
知
子
「

す
ご
い
。

太
陽
の
周

り
に
輪
っ
か
が
で
き

て
る
。
う
わ
っ
。
す
ご
い
よ
、

光
っ
て
る
」 

直
哉
「…

」 

佐
知
子
「

こ
ん
な
き
れ
い
な
夕
日
初

め
て

見
た
」 

 
 

直
哉
、
曲

の
ボ
リ
ュ
ー
ム

を
あ
げ
る
。 

 

○
中
学
・
教
室
（
翌
日
・
朝
） 

 
 

直
哉

の
前
に
北
沢
が
や
っ
て
く
る
。 

 
 

直
哉
、
ド
ア
の

ロ
ッ
ク
を

解
除
す
る
。 

 
 

北
沢
、
ド
ア
を

開
け
て
車
内
に
入
る
。 

北
沢
「
悪

い
知
ら
せ
だ
」 

直
哉
「…

」 

北
沢
「
今
井
先
生
の
ご
家
族
が

警
察
に
被
害
届
を
出

し
た
そ
う
だ
。

近
く

警
察
の
ひ
と
が
お
前

の
家
に
く

る
か
も
し
れ
ん
」 

直
哉
「
（
あ
然
）
そ
ん
な…

」 

北
沢
「…

」 

直
哉
「
先
生
、
何
と
か
し
て
く
れ
る
っ
て
い
っ
た
じ

ゃ
な
い
で
す
か
！
」 

北
沢
「…

す
ま
ん
」 
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北
沢
、
ド
ア
を

開
け
て
出

て
い
く
。 

直
哉
「
（
か
っ
と
な
っ
て
）
ロ
リ
コ
ン

が
調
子

こ
く
な

や
！
」 

 
○
同
・
廊
下 

 
 

直
哉
、
徐
行
し
て
い
る
。 

 
 

男
子

2

が
前
を

歩
い
て
い
る
。 

 
 

直
哉
、
男
子

2

の
尻
を
フ
ロ
ン
ト
部
分

で
小
突

く
。 

 
 

男
子

2

、
尻
餅
を
つ
く
。 

男
子

2

「
（
直
哉

へ
）
お
い
！
」 

 

○
同
・
教
室
（
放
課
後
） 

 
 

生
徒

た
ち
が
帰

り
支
度
を
し
て
い
る
。 

 
 

黒
板

に
チ
ョ
ー
ク
で
「
明
日
は

体
育
祭
」「
絶
対

優
勝
！
」

な
ど
と
書

か
れ
て
い
る
。 

 
 

陽
向
、
直
哉
の

前
に
や
っ
て
く
る
。 

 
 

直
哉
、
無
視
し
て
エ
ン
ジ
ン
を
か
け
る
。 

 
 

陽
向
、
窓

を
叩

く
。 

 
 

直
哉
、
そ
の
ま
ま
発
進
す
る
。 
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○
同
・
昇
降
口 

 
 

直
哉
、
徐
行
し
て
い
る
。 

 
 

陽
向
、
直
哉
の

前
に
立
ち
ふ
さ
が
る
。 

 
 

直
哉
、
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
。 

 
 

陽
向
、
カ
バ
ン

か
ら

C
D

を
取
り
出

し
て
直
哉

に
見
せ
る
。 

 
 

直
哉
、
窓

を
開

け
る
。 

陽
向
「
飯
田
君

に
渡

し
た
い
も
の
が
あ
る
の
。
入
れ

て
」 

直
哉
「
な
に
？
」 

陽
向
「
入

れ
て
く
れ
た
ら

教
え
て
あ
げ
る
」 

直
哉
「…

」 

 
 

直
哉
、
ド
ア
の

ロ
ッ
ク
を

解
除
す
る
。 

 
 

陽
向
、
ド
ア
を

開
け
て
車
内
に
入
る
。 

 
 

陽
向
、
ド
ア
を
し
め
る
。 

 
 

陽
向
「
（
嘲
笑

し
て
）
逮
捕
さ
れ
る
っ
て
ど
ん
な
気
持

ち
？
」 

直
哉
「…

出
て
い
け
」 

陽
向
「
刑
務
所

っ
て

壮
絶
な
イ
ジ
メ

が
あ
る
ん
だ
っ
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て
」 

直
哉
「
（
む
っ
と
し
て
）
だ
い
た
い
こ
う
な
っ
た
の
は

誰
の
せ
い
だ
よ
。
横
浜
な
ん
か
い
か
な
き
ゃ

寝
坊
し

な
か
っ
た
」 

陽
向
「
先
生
殺
害
し
た
の
、
人
の
せ
い
に
す
る
ん
だ
」 

直
哉
「…
」 

陽
向
「
は
い
。
こ
れ
」 

 
 

と
直
哉
に

C
D

を
差
し
出
す
。 

直
哉
「…

？
」 

陽
向
「
尾
崎
の

C
D

。
飯
田

に
貸

し
て
あ
げ
る
」 

直
哉
「
い
い
よ
。
興
味
な
い
し
」 

陽
向
「
自
由
に
な
り
た
く
な
い
の
？
」 

直
哉
「…

自
由
？
」 

陽
向
「
ル
ー
ル

と
い
う
言
葉
で
こ
ん
な
狭

い
場
所
に

私
た
ち
を

閉
じ
こ
め
た
大
人
た
ち
を

神
様

は
決
し
て

叱
っ
て
く
れ
な
い
」 

直
哉
「…

え
？
」 

陽
向
「
飯
田
。
一
服

し
た
い
か
ら
ウ
チ
ま
で

送
っ
て

っ
て
」 
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○
飯
田
家
・
ガ
レ
ー
ジ
（

夕
） 

 
 

直
哉
、
電
話
し
て
い
る
。 

 
 

車
内

に
乃
木
坂

の
曲
が
流

れ
て
い
る
。 

佐
知
子
の

声
「
も
し
も
し
。
な
に
？
」 

直
哉
「
飯

ま
だ
？
」 

佐
知
子
の

声
「
今
カ
レ
ー

煮
て
る
か
ら
ち
ょ
っ
と

待

っ
て
て
」 

 
 

直
哉
、
電
話
を

切
る
。 

直
哉
「
（
た
め

息
）
」 

 
 

直
哉
、
乃
木
坂

の
曲
を
と
め
る
。 

 
 

直
哉
、
乃
木
坂

の

C
D

を

取
り
出
し
、

尾
崎
の

C
D

を
入
れ
る
。 

 
 

尾
崎

の
「
卒
業
」
の
イ
ン
ト
ロ

が
流

れ
る
。 

直
哉
「…

」 

 
 

刑
事

1

、2

が
ガ
レ
ー
ジ
の

前
を
通
り
か
か
る
。 

 
 

刑
事

ら
、
足
を
と
め
、
直
哉
を
見
る
。 

 
 

刑
事

1

、
直
哉

に
近
づ
い
て
警
察
手
帳

を
見
せ

る
。 

 
 

刑
事

1

、
ド
ア
を
ノ
ッ
ク
す
る
。 

 
 

直
哉
、
じ
っ
と
し
て
い
る
。 
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刑
事

2

、
直
哉
の
前
で
大
声
を
出
す
。 

刑
事

2

「
（
ド
ア

を
開

け
ろ
！
）
」 

刑

事

2

「
（

無

理

や

り

こ

じ

開

け

る

こ

と

に

な

る

ぞ
！
）
」 

 
 

直
哉
、
泣

く
泣
く
ド
ア
の
ロ
ッ
ク

を
解
除
す
る
。 

 
 

刑
事

1
、
ド
ア
を
開
け
る
。 

刑
事

1

「
飯
田
直
哉

だ
な
？
」 

直
哉
「…

は
い
」 

刑
事

1

「
君
を
過
失
致
死
罪
で
逮
捕

す
る
」 

直
哉
「…

」 

刑
事

2

「
音
楽

を
と
め
ろ
」 

 
 

直
哉
、
曲

を
と
め
る
。 

刑
事

1

「
こ
れ
か
ら
君

を
警
察
署
に
連
行
す
る
。
我
々

が
パ
ト
カ
ー
で
先
導

す
る
か
ら

後
に
つ
い
て
く
る
よ

う
に
」 

 
 

佐
知
子
、

カ
レ
ー
の
入
っ
た
皿
を
持

っ
て
や
っ

て
く
る
。 

佐
知
子
「

カ
レ
ー
で
き
た
わ
よ
」 

 
 

佐
知
子
、
刑
事

ら
を
見
る
。 

佐
知
子
「
（
怪
訝
そ
う
に
）
ど
ち
ら
様

で
す
か
？
」 
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刑
事

1

「
こ
う
い
う
も
ん
で
す
（
と

警
察
手
帳
を
見

せ
る
）
」 

刑
事

2

「
息
子

さ
ん
を
署
に
連
行
し
ま
す
」 

 
 

佐
知
子
、

カ
レ
ー
の
皿
を

落
と
す
。 

 
 

音
を

立
て
て
皿

が
割
れ
る
。 

佐
知
子
「

そ
ん
な…

」 

刑
事

2

「
さ
。
つ
い
て
く
る
ん
だ
」 

 
 

刑
事

1

、2

、
歩

き
出
す
。 

佐
知
子
「
待
っ
て
く
だ
さ
い
！
」 

 
 

刑
事

1

、2

、
足

を
と
め
る
。 

佐
知
子
「

せ
め
て…

せ
め
て
明
日
ま
で
待

っ
て
く
れ

ま
せ
ん
か
？
！
」 

刑
事

1

「
明
日
、
で
す
か
？
」 

佐
知
子
「
息
子

の
中
学
校

で
体
育
祭
が
あ
る
ん
で
す
」 

刑
事

1

「
は
あ
」 

佐
知
子
「
最
後

に
思

い
出
作
り
を
さ
せ
て
や
り
た
い

ん
で
す
！
」 

刑
事

2

「…

奥
さ
ん
。
無
理
に
決
ま
っ
て
ん
だ
ろ
」 

刑
事

1

「
ま
あ
ま
あ
。
不
慮
の

死
亡
事
故

で
す
し
、

逃
亡
の
恐

れ
も
な
い
。
い
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
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念
の
た
め

明
日
は
我
々
も
学
校

に
お
供
さ
せ
て
も
ら

い
ま
す
よ
」 

 

○
学
校
・
校
門
（
翌
日
・
朝
） 

 
 

直
哉
、
何
台
も
の
パ
ト
カ
ー
に
先
導

さ
れ
て
や

っ
て
く
る
。 

 

○
同
・
校
庭 

 
 

直
哉

の
正
面
で
、
体
操
着
姿
の
生
徒

た
ち
が
組

み
体
操
を
や
っ
て
い
る
。 

 
 

陽
向
、
直
哉
の

前
に
や
っ
て
く
る
。 

 
 

陽
向
、
ノ
ッ
ク

す
る
。 

 
 

直
哉
、
窓

を
開

け
る
。 

陽
向
「
な
ん
だ
か
す
ご
い

数
の

パ
ト
カ
ー

だ
ね
」 

直
哉
「…

何
か
用
？
」 

陽
向
「
入

っ
て
い
い
？
」 

直
哉
「…

何
で
？
」 

陽
向
「
暑

く
て
倒
れ
そ
う
（
と

額
を
押
さ
え
る
）
」 

 
 

直
哉
、
渋
々
ド
ア
の
ロ
ッ
ク
を
解
除

す
る
。 

 
 

陽
向
、
ド
ア
を

開
け
て
車
内
に
入
る
。 
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陽
向
、
ド
ア
を
し
め
る
。 

陽
向
「
飯
田
、
結
局

オ
マ
ワ
リ

の
い
わ
れ
る
が
ま
ま

か
？
」 

直
哉
「…

」 
陽
向
「
私

が
貸
し
た

C
D

聴
か
な
か
っ
た
の
？
」 

直
哉
「…
い
や
、
ち
ょ
っ
と
だ
け
」 

陽
向
「
尾
崎
を
聴
け
ば
自
由
が

手
に
入
る
の
に
」 

直
哉
「
（
ぼ
そ
り
と
）
自
由

っ
て
、
ど
う
い
う
こ
と
？
」 

陽
向
「
自
由
は
自
由

だ
ろ
」 

直
哉
「
い
や
、
わ
か
ん
な
い
」 

陽
向
「
一

つ
教
え
て
あ
げ
る
。

世
の
中
に
は

二
種
類

の
自
由
が
あ
る
。
本
当
の
自
由

と
、
大
人

た
ち
に
よ

っ
て
仕
組

ま
れ
た
自
由
」 

直
哉
「…

仕
組
ま
れ
た
自
由
」 

陽
向
「
そ
し
て

目
の

前
に
あ
る

自
由
が
本
当

の
自
由

か
ど
う
か
を
知
る
に
は
、

私
た
ち
が

自
分

の
胸
に
手

を
当
て
て
よ
ー
く
考

え
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
」 

直
哉
「…

」 

陽
向
「
じ
ゃ
、

私
こ
の
後
実
況

の
係
あ
る
か
ら
」 

 
 

陽
向
、
ド
ア
を

開
け
て
出

て
い
く
。 
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×
 

 
 

×
 

 
 

×
 

 

陽
向
の
声
「
た
だ
い
ま
よ
り

1
0

0

メ
ー
ト
ル

走
最
終

レ
ー
ス
を

行
い
ま
す
。
選
手
の
み
な
さ
ん
、

頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
！
」 

 
 

直
哉
、
ス
タ
ー
ト
位
置
に
い
る
。 

 
 

加
藤
（1

5

）
、
直
哉

の
前
に
や
っ
て
く
る
。 

 
 

直
哉
、
窓

を
開

け
る
。 

加
藤
「
君
、
二
年
生

だ
よ
ね
？
」 

直
哉
「
あ
、
は
い
」 

加
藤
「
俺
、
三
年
の

加
藤
。
陸
上
部

で
キ
ャ
プ
テ
ン

や
っ
て
る
。
よ
ろ
し
く
」 

直
哉
「…

あ
、
は
い
」 

 
 

加
藤
、
自
分
の

ス
タ
ー
ト

位
置
に
戻

る
。 

 
 

北
沢
、
ピ
ス
ト
ル
を
構
え
て
い
る
。 

北
沢
の
声
「
位
置
に
つ
い
て
ヨ
ー
イ
」 

 
 

空
砲

が
鳴
る
。 

 
 

生
徒

ら
、
走
り

出
す
。 

 
 

直
哉
、
フ
ル
ス
ロ
ッ
ト
ル

で
疾
走
。 
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以
下
、
ド
ラ
レ
コ
の
後
方
映
像
。 

 
 

 
 

加
藤

ら
生
徒
、
直
哉

に
引

き
離
さ
れ
な
が
ら
も

懸
命
に
走

っ
て
い
る
。 

 
 

尾
崎

の
「
卒
業
」
の
一
節

が
流
れ
る
。 

（
卒
業
）「
♪
仕
組
ま
れ
た

自
由

に
誰
も
気

づ
か
ず
に
」 

 
 

ド
ラ
レ
コ

の
後
方
映
像
、

お
わ
り
。 

  
 

 
 

 
 

×
 

 
 

×
 

 
 

×
 

 

陽
向
の
声
「
二
年
生

に
よ
る
騎
馬
戦

で
す
。

選
手
の

み
な
さ
ん
、
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
！
」 

 
 

直
哉

の
ボ
ー
ン
ネ
ッ
ト
上

に
男
子

1

が
乗
っ
て

い
る
。 

 

 
 

対
戦
相
手

の
男
子
た
ち
、

必
死
の
表
情

で
直
哉

に
立
ち
向

か
っ
て
ゆ
く
。 

尾
崎
の
「

卒
業
」
の

一
節
が
流

れ
る
。 

（
卒
業
）「
♪
仕
組
ま
れ
た

自
由

に
誰
も
気

づ
か
ず
に
」 

 

○
同
・
保
健
室 
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直
哉

の
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス

に
ヒ
ビ
が

入
っ
て
い

る
。 

 
 

保
健

の
先
生
、
手
当

て
を
し
て
い
る
。 

 
 

正
面

に
校
庭
が

見
え
る
。 

 
 

生
徒

ら
が
綱
引

き
を
し
て
い
る
。 

 
 

校
庭

に
幼
い
少
年
が
現
れ
る
。 

 
 

少
年
、
直
哉
を

指
さ
す
。 

少
年
「
（
何
か
叫
ぶ
）
」 

 

○
（
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
）
幼
稚
園 

 
 

入
園
式
で
、
男

の
子

1

、
直
哉

を
指

さ
す
。 

男
の
子

1

「
（
何

か
叫

ぶ
）
」 

  
 

 
 

 
×

 
 

 
 

×
 

 
 

 
×

 

  
 

砂
場

で
、
女
の

子

1

、
直
哉
を
指
さ
す
。 

女
の
子

1

「
（
何

か
叫

ぶ
）
」 

  
 

 
 

 
×

 
 

 
 

×
 

 
 

 
×
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教
室

で
、
男
の

子

2

、
直
哉
を
指
さ
す
。 

男
の
子

2

「
（
何

か
叫

ぶ
）
」 

  
 

 
 

 
×

 
 

 
 

×
 

 
 

 
×

 

  
 

校
庭

で
、
女
の

子

2

、
直
哉
を
指
さ
す
。 

女
の
子

2

「
（
何

か
叫

ぶ
）
」 

 

○
（
戻
っ
て
）

保
健
室 

 
 

直
哉
「
（
呻
く
）
う
っ…

」 

 

○
校
庭 

 
 

直
哉

の
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス

の
ひ
び
、

直
っ
て
い

る
。 

陽
向
の
声
「
最
後
の
種
目

は
学
年
対
抗

リ
レ
ー
で
す
。

選
手
の
み
な
さ
ん
、

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
！
」 

 
 

直
哉
、
ア
ン
カ
ー
と
し
て

校
庭
の
真

ん
中
に
待

機
し
て
い
る
。 

  
 

 
 

 
×

 
 

 
 

×
 

 
 

 
×
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陽
向
の
声
「
現
在
ト
ッ
プ

は
三
年

A

組
。
さ
あ
ア
ン

カ
ー
に
バ
ト
ン

が
渡

っ
た
。
ア
ン
カ
ー
を

務
め
る
の

は
陸
上
部

キ
ャ
プ
テ
ン
加
藤
く
ん
で
す
！
」 

 
 

直
哉
、
ス
タ
ー
ト
位
置
に

着
く
。 

 
 

加
藤
、
走

っ
て
い
る
。 

陽
向
の
声
「
加
藤
く
ん
。

ト
ッ
プ
を
独
走

で
す
！
」 

 
 

直
哉
、
バ
ト
ン

を
受
け
取

る
。 

 
 

直
哉
、
走

り
出

す
。 

陽
向
の
声
「
加
藤
く
ん
と

飯
田

く
ん
の
ア
ン
カ
ー

勝

負
に
な
り
ま
し
た
！
」 

 
 

直
哉
、
爆
走
す
る
。 

 
 

直
哉
、
加
藤
に

迫
る
。 

 
 

加
藤
、
チ
ラ
チ
ラ
と
後
ろ
を
振
り
返

り
な
が
ら

走
っ
て
い
る
。 

 
 

直
哉
、
加
藤
を
あ
っ
と
い
う
間
に
追

い
抜
く
。 

 
 

尾
崎

の
「
卒
業
」
の
一
節

が
流
れ
る
。 

（
卒
業
）「
♪
仕
組
ま
れ
た

自
由

に
誰
も
気

づ
か
ず
に
」 

  
 

以
下
、
ド
ラ
レ
コ
の
後
方
映
像
。 
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加
藤
、
絶
望
的

な
表
情
。 

 
 

加
藤
、
立

ち
止

ま
り
、
地
面
に
崩
れ

落
ち
る
。 

尾
崎
の
「

卒
業
」
の

一
節
が
流

れ
る
。 

（
卒
業
）
「
♪

あ
が
い
た

日
々
も

終
わ
る
」 

後
方
映
像
終
わ
り
。 

  
 

直
哉
、
独
走
し
て
い
る
。 

 
 

突
然
、
直
哉
の

目
の
前
に

少
年
が
現

れ
る
。 

 

○
（
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
）
保
健
室 

 
 

少
年
、
窓

の
外

か
ら
直
哉

を
指
さ
す
。 

少
年
「
（
叫
ぶ
）
ブ
ー
ブ
ー
だ
！
」 

 

○
テ
ロ
ッ
プ
画
面 

 
 

辞
書
風
に
以
下

の
文
字
が

出
る
。 

 
 

「
ブ
ー
ブ
ー 

自
動
車
の

幼
児
語
」 

 

○
（
戻
っ
て
）

校
庭 

 
 

直
哉
、
急

ブ
レ
ー
キ

を
踏

む
。 

 
 

少
年

の
姿
は
消

え
て
い
る
。 
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直
哉
「
（
声

を
震
わ
せ
）…

車
？ 

俺
が

車
だ
か
ら
？
」 

 

○
（
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
）
中
学
校 

北
沢
「
リ
レ
ー

の
選
手
を
お
前

に
任
せ
る
こ
と
に
し

た
。
嬉
し
い
か
？
」 

直
哉
「…
は
い
」 

  
 

 
 

 
×

 
 

 
 

×
 

 
 

 
×

 

  
 

廊
下

を
猛
ス
ピ
ー
ド

で
走

る
直
哉
、
今
井
と
衝

突
。 

 
 

今
井
、
吹

き
飛

ぶ
。 

  
 

 
 

 
×

 
 

 
 

×
 

 
 

 
×

 

 

陽
向
「
世

の
中
に
は

二
種
類
の

自
由
が
あ
る
。
本
当

の
自
由
と

大
人
た
ち
に
よ
っ
て

仕
組
ま
れ
た

自
由
」 

 

○
（
戻
っ
て
）

校
庭 

直
哉
「
（
絶
叫
）
う
わ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
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あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
！
！
！
！
」 

 
 

直
哉
、
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
を

鳴
ら
す
。 

直
哉
、
ハ
イ
ビ
ー
ム

で
煽
り
な
が
ら

走
り

出
す
。 

 
 

佐
知
子
や
保
護
者
ら
、
独
走
す
る
直
哉

へ
拍
手

を
送
っ
て
い
る
。 

 
 

尾
崎

の
「
卒
業
」
の
一
節

が
流
れ
る
。 

（
卒
業
）
「
♪

こ
の
支
配

か
ら
の

卒
業
」 

 
 

刑
事

1

、2

や
警
官
た
ち
、
直
哉
を
見
張

っ
て
い

る
。 

 
 

尾
崎

の
「
卒
業
」
の
一
節

が
流
れ
る
。 

（
卒
業
）
「
♪
戦
い
か
ら
の
卒
業
」 

 
 

直
哉
、
ゴ
ー
ル
テ
ー
プ
を

切
る
。 

 
 

直
哉
、
そ
の
ま
ま
校
門
へ
と

走
り

去
っ
て
い
く
。 

 
 

す
ぐ
さ
ま

サ
イ
レ
ン

が
鳴

り
響
く
。 

  
 

以
下
、
ド
ラ
レ
コ
の
後
方
映
像
。 

 
 

パ
ト
カ
ー

が
直
哉
を
追
っ
て
く
る
。 

 
 

マ
イ
ク
を
持
っ
た
陽
向
が

追
い
か
け
る
。 

陽
向
「
（
叫

ぶ
）
飯
田
、
卒
業

お
め
で
と
う
！
！
！ 

お
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め
で
と
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
！
！
！
」 

 
 

ド
ラ
レ
コ

の
後
方
映
像
、

お
わ
り
。 

 

○
道 

 
 

直
哉
、
カ
ー
オ
ー
デ
ィ
オ

を
か
け
る
。 

 
 

車
内

に
尾
崎
の
「
卒
業
」

が
流
れ
出

し
て…

 

 

（
お
わ
り
） 


